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　平成３０年５月１７日、伊根町商工会館におきまして、
濱野商工会長のあいさつの後、平成３０年度第４６回伊根
町商工会通常総会を開会しました。
　当日は、京都府丹後広域振興局副局長・高石様、伊根町長・
吉本様、京都府商工会連合会会長・沖田様他、多数のご来
賓をお迎えし、盛大に開催いたしました。
　総会は、会員数１０９名のうち９８
名の出席（内、委任状出席５８名）
により、伊根地区の鍵賢吾氏が議
長に選出され、議事が進められ
ました。提出された議案はすべ
て原案通り可決承認されました。

第１号議案　平成２９年度事業報告並びに

　　　　　　収支決算承認の件

第２号議案　平成３０年度事業計画（案）並びに

　　　　　　収支予算書（案）決定の件

第３号議案　平成３０年度借入金最高限度額並びに

　　　　　　借入先決定の件

第４号議案　任期満了に伴う役員改選の件

議　事

平成30年度 第46回 通常総会伊根町商工会

京都府丹後広域振興局

高石副局長のご祝辞
京都府商工会連合会

沖田会長のご祝辞

吉本伊根町長のご祝辞

濱野商工会長の開会挨拶▼

　我が国経済は、海外経済が回復基調の中、アベノミクス経済政策の推
進により、雇用・所得環境の改善が続き、個人消費や民間設備投資が持
ち直すなど民需が改善し、経済の好循環が実現しつつあります。政府
は、多様な働き方を選択できる働き方改革、全世代型の社会保障制度へ
の転換、ＩｏＴ・人工知能を活用した生産性革命、観光先進国にふさわ
しい快適な旅行環境整備など、新しい経済政策パッケージを定め、持続
的な経済成長の実現に向け取り組むこととしております。 
　当会は、人口減少、少子高齢化の進展及び後継者不足など厳しい社会
経済情勢を踏まえ、小規模事業者の経営課題解決のため巡回指導を徹底
的に実施するとともに、小規模事業者の経営力の強化並びに持続的成
長・発展に向けた支援に取り組んでまいります。意欲的な創業マインド
のある宿泊業の創業支援、住宅宿泊事業法の施行に伴う新しいビジネス
モデルへの健全な運営支援、地域資源を活用した滞在型観光支援、また
内容が拡充され平成３０年度より適用される伊根町商工観光業振興対策
補助金を活用した新商品開発・販路開拓支援など、積極的な事業展開、
自立的な成長を支援してまいります。 
　また、地域総合経済団体として活気あふれる地域の実現を目指し、魅力
ある観光地づくりの推進、交流人口拡大事業の実施、次世代へ受け継ぐ価値
ある景観保全の推進など、伊根町の発展、地域創生に貢献してまいります。
　このような状況を踏まえ、当会は経営改善普及事業並びに地域経済活性
化事業の両面において積極的に取り組む決意であり、京都府、伊根町をは
じめとした関係機関との連携をさらに強化し、本会事業を円滑に推進する
ため、平成３０年度事業計画を策定します。
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